
「やらされる勉強」が「自ら学ぶ学習」に  変わるヒント

第３回特別支援ライフスキル教育研究会

特別支援教育に学ぶ

【プログラム】受付開始　12:50～ 

日時
2024年1月20日（土）

13:00～15:00

参加費 無　料 参加
方法

参加
対象 どなたでもご参加いただけます

オンライン会場（ZOOM）

リアル会場   （定員8名）

放課後デイサービスの職員・学校教育関係・保護者

↑↑見逃し配信あり！↑↑

京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町 83-1 
ひと・まち交流館 京都 ２階
・市バス 4，17，205 号系統「河原町正面」下車
・京阪電車「清水五条」下車　徒歩 8分
・地下鉄烏丸線「五条」下車　徒歩 10 分

京都市市民活動総合センターモニター前交流コーナー

市民活動総合センター公式サイトより

第1部　講演「特別支援教育と通常教育のお金の学習方法のちがい」
　　　　　              住山志津枝(特別支援ライフスキル教育研究会)

第2部　パネルディスカッション
　　　　　テーマ「知識やスキルを日常生活に活かせる学び方とは?」

＜パネラー＞
　北島  美由紀（児童発達支援管理責任者）
   横井  規子(ファイナンシャル・プランナー　ＣＦＰ®）　
　深山  智美（長崎県 諫早市立北諫早小学校 特別支援学級教諭）
　住山  志津枝（特別支援ライフスキル教育研究会）

＜ファシリテーター＞
　仲田毅（特別支援ライフスキル教育研究会）

主催：特定非営利活動法人（NPO法人）お金で学ぶさんすう®　共催：一般財団法人ゆうちょ財団

特別支援ライフスキル教育研究会　
運営：特定非営利活動法人（NPO法人）お金で学ぶさんすう

京都市東山区巽町442番地の9  京都市東山いきいき市民活動センター内　
TEL：090-1228-8211    mail：info@okane-sansuu.com（担当：住山）

https://peatix.com/event/3794352/viewお申し込み

お問い合わせ
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お申し込み QR

なぜ電卓があるのにひっ算をしなければならないの?」と子どもに聞かれたら、
あなたはどう答えますか?

 学んだことが暮らしに活かせると実感すればもっと学びたくなり、テストの点数もUPします。
「なぜ勉強しなければならないの?」とは言われません。
 子どもたちが自ら楽しく学びだすヒントは一斉授業が通用しにくい特別支援教育の学び方に
こそあります。
この研究会で「今も、将来の暮らしにも使えると実感できる教育」を一緒に考えませんか?


